
今
年
１２
月
１
日
を
も
っ
て
、
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ
ト（
金

融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合
）議
長
国
が
わ

が
国
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
引
き
継
が
れ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
経
団
連
も
Ｂ
２０
（B

usiness20

）議
長

団
体
と
し
て
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
と
な
る
。

私
は
１
年
前
の
２
０
１
８
年
１０
月
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
２０
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
・
サ
ミ

ッ
ト
に
経
団
連
代
表
と
し
て
参
加
し
、
わ
が
国
が
官

民
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
「Society

5.0
for

SD
G
s

」
の
考
え
方
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
ダ

ニ
エ
ル
・
フ
ネ
ス
・
デ
・
リ
オ
ハ
Ｂ
２０
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
議
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
て
以
後
、
経
団
連

は
、
中
西
宏
明
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト（
２
０
１
９
年
３
月
１４
〜
１５
日
、

経
団
連
会
館
）に
向
け
、
共
同
提
言
を
取
り
ま
と
め

る
べ
く
Ｇ
２０
各
国
経
済
団
体
等
と
の
交
渉
を
行
う
と

と
も
に
、
提
言
内
容
の
実
現
に
向
け
て
働
き
か
け
を

行
う
な
ど
、
民
間
経
済
外
交
を
推
進
し
て
き
た
。

Ｂ
２０
議
長
団
体
と
し
て
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た

り
、
こ
の
１
年
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
２
つ
の
成
果

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
策
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

Ｂ
２０
共
同
提
言
の
取
り
ま
と
め

Ｂ
２０
共
同
提
言
（
注
）
で
は
、Society

5.0
for
SD
G
s

の
実
現
に
向
け
て
、
�
デ
ジ
タ
ル
革
新
、
�
貿
易
と

投
資
、
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
、
�
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
、
�
仕
事
の
未
来
、
�
健
康
と
福
祉
、
�
清
廉

性
、
の
７
分
野
で
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

る
〔
図
表
１
参
照
〕。
し
か
し
、
各
国
の
発
展
度
合

い
や
国
家
体
制
が
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
い
う
共
通
言
語
を
用
い
る
Ｂ
２０
で
あ
っ
て
も
、

共
同
提
言
の
取
り
ま
と
め
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か

っ
た
。

例
え
ば
、
デ
ー
タ
流
通
に
関
し
て
は
、
今
年
１
月

の
ダ
ボ
ス
会
議
で
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
知
的
財
産
等
の

安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
国
内
外
で
自
由
に
流
通

さ
せ
る
「
デ
ー
タ
・
フ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
・
ウ
ィ
ズ
・

ト
ラ
ス
ト
」
を
提
唱
し
、
わ
れ
わ
れ
も
同
じ
方
針
を

掲
げ
て
い
た
。
し
か
し
個
人
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、

欧
州
は
昨
年
５
月
に
施
行
し
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ（
一
般
デ

ー
タ
保
護
規
則
）に
基
づ
き
個
人
デ
ー
タ
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
中
国
や
イ

ン
ド
等
で
は
デ
ー
タ
の
越
境
移
転
に
さ
ま
ざ
ま
な
制

Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

民
間
経
済
外
交
を
積
極
的
に
展
開

―
―

Ｂ
２０
議
長
団
体
の
任
期
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

（注）https://www.keidanren.or.jp/policy/2019/020.html参照

隅

修
三

す
み

し
ゅ
う
ぞ
う

副
会
長
／
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
相
談
役
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約
が
課
さ
れ
る
な
ど
、
国
ご
と
に
制
度
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
影
響
さ
れ
る
か
た
ち
で
経
済

界
の
意
見
も
分
か
れ
た
が
、
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、

国
内
の
法
制
度
を
尊
重
す
る
旨
を
加
筆
す
る
こ
と
で
、

全
参
加
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
貿
易
・
投
資
に
つ
い
て
経
団
連
で
は
、
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
途
上
国
が
、
国
有
企
業
へ
の
優

遇
措
置
や
巨
額
の
産
業
補
助
金
に
よ
り
安
価
な
製
品

を
輸
出
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
し
か

し
、
昨
年
の
Ｂ
２０
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト

の
共
同
提
言
で
こ
の
点
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
中
国

は
Ｂ
２０
サ
ミ
ッ
ト
当
日
に
反
対
声
明
を
発
し
、
サ
ミ

ッ
ト
へ
の
参
加
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
今
年
の
共
同
提
言
で
は
、
補
助
金
規
制
の

表
現
に
つ
い
て
交
渉
を
重
ね
、
中
国
側
が
受
け
入
れ

可
能
で
あ
り
つ
つ
も
、
日
米
欧
の
経
済
界
の
問
題
意

識
も
反
映
し
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ

た
。各

分
野
で
こ
の
よ
う
に
細
か
な
文
言
ま
で
交
渉
を

続
け
た
結
果
、
共
同
提
言
を
最
終
的
に
取
り
ま
と
め

た
の
は
Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
前
日
未
明
で
あ
っ
た
。

昼
夜
を
分
か
た
ず
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
、
か
つ
論

理
的
に
調
整
・
交
渉
に
あ
た
っ
た
事
務
局
・
関
係
者

の
労
を
多
と
し
た
い
。

共
同
提
言
の
実
現
に
向
け
た
働
き
か
け

共
同
提
言
は
、
Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
、
中
西
会

長
か
ら
、
Ｇ
２０
議
長
を
務
め
る
安
倍
首
相
に
手
交
さ

れ
、
首
相
よ
り
「
本
日
の
提
言
は
誠
に
時
宜
を
得
た

も
の
で
あ
り
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
、Society

5.0

と
い
う
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

図表１ B２０東京サミット共同提言
“Society 5.0 for SDGs”（目次）

B２０東京サミット（２０１９年３月）で発言する筆者

B２０東京サミット原則

� 持続可能性 � 包摂性 � 未来志向 � ビジネス主導
� 透明性 � ルールベース � 多国間志向

Society 5.0を通じたSDGs実現に向けた政策提言

５．仕事の未来

６．健康と福祉
� デジタル化の促進
� ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ
� 感染症に対する準備と対応の改善
� 健康と生産性の管理を促進する企業
の自発的な取り組みの支援

� 健康的な生活の保証と高齢化時代の
福祉の推進

７．清廉性（腐敗防止）
� 賄賂の需要側と供給側に対処
� 公的調達における透明性を確保
� 実質的所有者の透明性
� 需要・供給の双方で最高水準の倫理、
清廉性、コンプライアンスを促進

� 企業による取り組み等を政府が考慮

１．デジタル革新
� データ活用の政策枠組みの整備
� サイバー・セキュリティの国際協力
� 社会全体でのデジタル革新の加速
� 信頼できるAI活用の促進
� 実世界のプロジェクトの立ち上げ

２．貿易と投資
� WTO改革
� 国際ルールの強化
� 包括的かつ高水準のFTAの確立
� 越境投資の促進
� 国際的な規制協力の改善

３．エネルギーと環境
� 地球規模・長期の低排出社会の実現
� 循環型社会の実現
� 自然と調和する社会の実現

４．質の高いインフラ
� 資金の効果的な動員
� 質の高いインフラを促進する措置

すべての人々のための企業の取り組み

関連ステークホルダーとの
コミュニケーションの適宜強化

株主や投資家と建設的な対話

幅広いステークホルダーと主体的に
コミュニケーションを促進

「B２０企業自主行動計画」

Society 5.0 for SDGsを実現するため、
積極的かつ自主的な対策に着手

持続可能な経済成長の実現と、イノ
ベーションを通じた社会課題への解
決策の提供
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い
た
。

Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト
後
も
、
Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト

（
６
月
２８
〜
２９
日
）ま
で
、
経
団
連
で
は
、
副
会
長
や

委
員
長
が
手
分
け
を
し
て
、
Ｇ
２０
閣
僚
会
合
や
各
種

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
民
対
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
ら
え
、
Ｂ
２０
共
同
提
言
の
実
現
に
向
け
た

精
力
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
〔
図
表
２
参
照
〕。

私
自
身
も
、
４
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ

れ
た
「
Ｇ
２０
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
」
や
、

６
月
に
つ
く
ば
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｇ
２０
貿
易
・
デ
ジ

タ
ル
経
済
大
臣
会
合
」
に
出
席
し
て
、
各
国
の
閣
僚

に
共
同
提
言
に
つ
い
て
説
明
し
理
解
を
求
め
た
。
特

に
つ
く
ば
で
は
、
閣
僚
声
明
で
Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト

共
同
提
言
が
直
接
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
Ｇ
２０
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
お
よ
び
関
連
閣
僚
声
明
に
Ｂ

２０
共
同
提
言
を
概
ね
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
長
団
体
と
し
て
の
経
験
を

今
後
に
活
か
す
た
め

Ｂ
２０
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
約
１０
日
後
に
開

催
さ
れ
た
「
中
国
発
展
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
は
私
も
出
席
し
た
が
、
中
国

側
の
出
席
者
が
口
々
に
「
自
由
」「
開
放
」

等
の
言
葉
を
発
し
て
お
り
、
Ｂ
２０
前
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
た
姿
勢
に
驚
か
さ
れ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
政
府
の
意
向
の
影
響

を
強
く
受
け
る
中
国
経
済
界
は
、
３
月
５

日
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
方
針
が
決
ま

る
前
に
勝
手
に
譲
歩
す
る
余
地
は
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
中

国
経
済
界
と
の
交
渉
は
中
国
政
府
と
の
交

渉
と
表
裏
一
対
で
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
合
意
し
た
Ｂ
２０
共
同
提
言
だ
か
ら
こ

そ
、
Ｇ
２０
に
対
し
て
有
益
な
イ
ン
プ
ッ
ト

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う

し
た
議
長
団
体
と
し
て
の
経
験
は
、
今
後

も
経
団
連
と
し
て
民
間
経
済
外
交
を
推
進

す
る
に
あ
た
っ
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Ｇ
２０
・
Ｂ
２０
で
は
、
前
年
議
長
・
当
年

議
長
・
翌
年
議
長
の
３
カ
国
に
よ
る
「
ト

ロ
イ
カ
」
体
制
を
通
じ
て
意
思
疎
通
を
行

う
こ
と
で
継
続
性
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
ず
は
前
Ｂ

２０
議
長
団
体
と
し
て
次
期
議
長
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
経
済
界
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
な
か
で
、
知

見
・
経
験
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

説明者

事務局
事務局
隅副会長
得丸雇用政策委員会国際労働部会長
事務局
隅副会長

片野坂副会長

事務局
朝田日本ロシア経済委員長
隅副会長
進藤副会長

G２０大阪サミット
小林・片野坂・平野副会長
―
得丸雇用政策委員会国際労働部会長

会合名

BIAC雇用・労働・社会問題委員会（ELSA）＠パリ
G２０第２回貿易投資WG＠水戸市
G２０財務大臣・中央銀行総裁会議＠ワシントン
G２０労働雇用大臣会合第２回準備会合＠東京
G２０シェルパ会合＠横浜
日経SDGsフォーラム＠品川プリンスホテル
B２０東京アウトリーチパネルセッション
（OECD・経団連・BIAC）＠パリ
Y20 Summit Opening Ceremony＠立教大学
SPIEF＠サンクトペテルブルク
G２０貿易・デジタル経済大臣会合＠つくば市
エネルギー転換・地球環境関係閣僚会議＠軽井沢町

B７エクス＝アン＝プロヴァンス・サミット＠パリ＆エクス
G７ビアリッツ・サミット
G２０労働雇用大臣会合＠松山市

日程

４月２日
４月１０～１１日
４月１１～１２日
４月２２～２４日
５月１日
５月８日

５月２３日

５月２６日
６月６～８日
６月８～９日
６月１５～１６日

６月２８～２９日
７月３～５日
８月２４～２６日
９／１（日）～２（月）

関連閣僚会合をはじめ、さまざまな場でB２０共同提言の内容を説明し、
G２０の成果文書への反映を働きかけ

図表２ B２０のフォローアップ

＊青文字はG２０関連会合

B２０東京サミットで共同提言を安倍首相に手交
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